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Husky® 1050 空気式ダ イ ア フ
ラ ム ポ ン プ 3A0550ZAG

JA

液体移送アプ リ ケーシ ョ ン用 25.4 mm (1 イ ン チ ) ポ ン プ、 モ ジ ュ ラーエ アバルブ付き。
一般目的には使用し ないで く だ さ い。
認可を含め、 モ デ ルの情報は、 4 ページ参照し て く だ さ い。
125 psi (0.86 MPa, 8.6 bar) 最大液体使用圧力
125 psi (0.86 MPa, 8.6 bar) 最大空気注入圧力

セ ン ター フ
ラ ン ジ

ti13844a

ti13843a

末端フ
ラ ン ジ

1050Pポ リ プロ ピ レ ン
1050C導電性

ポ リ プロ ピ レ ン製
1050FPVDF 製

重要な安全上の説明
本取扱説明書のすべ て の警告お よ び説明を お読み く
だ さ い。 こ れ ら の説明書は保管し て お い て く だ さ い。

1050Sス テ ン レ ス鋼製
1050H ハス テ ロ イ製

ti14342a

1050A ア ル ミ製

ti13946a
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最寄り の販売代理店を見つけ る には
1. www.graco.com に移動し ま す。

2. 購入先を ク リ ッ ク し て、 販売代理店ロ ケーターを使用し ま す。

新し いポ ン プの構成を指定す る には
販売代理店に電話でご連絡 く だ さ い。

ま たは

1. オ ン ラ イ ン Husky セ レ ク タ ツール (wwwd.graco.com/training/husky/index.html) を使用し て く だ
さ い。

2. リ ン ク が機能し ない場合、 プロ セ ス装置ページ (www.graco.com) に セ レ ク タ ツールがあ り ま す。

交換部品の注文
販売代理店に電話でご連絡 く だ さ い。

販売代理店向けの注意
1. 新し いポ ン プ やキ ッ ト の部品番号を見つ け る に は、 オ ン ラ イ ン Husky セ レ ク タ ツール を使用し ま す。

2. 交換用部品の部品番号を見つ け る に は :
a. ポ ン プ に あ る ID プ レ ー ト か ら の構成番号を使用し ま す。 Graco の 6 桁の部品番号し かない場合、 セ レ

ク タ ツ ー ル を使用し て そ れに対応す る構成番号を見つ け ま す。

b. 次の ペー ジ の構成番号マ ト リ ッ ク ス を使用し て、 ど の部品が各桁に よ っ て定義さ れて い る か理解し て く
だ さ い。

c. 修理 / 部品説明書を参照し て く だ さ い。 主要の部品図はペ ージ で参照、 部品 / キ ッ ト の ク イ ッ ク リ フ ァ
レ ン ス はペ ージ で参照し て く だ さ い。 注文情報の詳細に つ い て は、 必要に応じ て、 こ れ ら の 2 ペ ージ の
ペ ージ リ フ ァ レ ン ス に従い ま す。

3. 注文す る に は、 Graco カ ス タ マ サー ビ ス に電話し て く だ さ い。

http://www.graco.com
http://http://wwwd.graco.com/training/husky/index.html
http://www.graco.com
http://wwwd.graco.com/training/husky/index.html
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ポ ン プマ ト リ ク ス
識別プ レ ー ト (ID) を確認し て、 ポ ン プ の構成番号を調べ て く だ さ い。
以下の マ ト リ ク ス を使い、 お客さ ま の ポ ン プ部品を特定し て く だ さ い。

サ ン プル構成番号 :1050A-PA01AA1SSBNBNPT
1050 A P A01A A1 SS BN BN PT
ポ ン プ
サ イ ズ

接液面
の材料

ド ラ イ ブ
識別子

セ ン タ ー セ
ク シ ョ ン と
エ ア バル ブ

液体カ バー
お よ び マ ニ
ホ ー ル ド

シ ー ト ボ ー ル ダ イ ア フ
ラ ム

マ ニ ホ ー
ル ド O リ
ン グ

CONFIGURATION NO.PART NO. SERIAL NO.

SERIESDATE CODE MAX WPR PSI-bar MADE IN

ID

ti14103a

ポ ン
プサ
イズ

接液面の材料 ド ラ イブ
識別子

セ ン ターセ ク シ
ョ ン およびエ ア

バルブ素材

エ アバルブ / 監視 液体カバーおよびマ ニ ホール ド

1050 A★◆ ア ル ミ ニ ウ ム P
気圧式

ア ル ミ ニ ウ ム

A01A 標準 A1 ア ル ミ ニ ウ ム、 標準ポ ー ト、
イ ン チ法

1050 C★◆ 導電性ポ リ プ ロ
ピ レ ン

A01B パル ス カ ウ ン ト ▲◆ A2 ア ル ミ ニ ウ ム、 標準ポ ー ト、
メ ー ト ル法

A01C DataTrak✖◆ C1 導電性ポ リ プ ロ ピ レ ン、
中央フ ラ ン ジ1050 F PVDF A01D リ モ ー ト

1050 H‡◆ ハ ス テ ロ イ A01E オ プ シ ョ ン の FKM 
シ ー ル

C2 導電性ポ リ プ ロ ピ レ ン、
末端フ ラ ン ジ

1050 P ポ リ プ ロ ピ レ ン A01H 標準 , グ レ ー F1 PVDF、 中央フ ラ ン ジ
1050 S‡◆ ス テ ン レ ス鋼 AC1A CSA-コ ン プ ラ イ ア ン ト F2 PVDF、 末端フ ラ ン ジ

AU1A UL- リ ス ト ; 
燃料輸送

H1 ハ ス テ ロ イ、 標準ポ ー ト、
イ ン チ法

AU3A UL- リ ス ト ; 燃料デ ィ
ス ペ ン サ ー ✸

H2 ハ ス テ ロ イ、 標準ポ ー ト、
メ ー ト ル法

導電性ポ リ プ
ロ ピ レ ン

C01A 標準 P1 ポ リ プ ロ ピ レ ン、 中央フ ラ ン ジ
C01B パル ス カ ウ ン ト ▲◆ P2 ポ リ プ ロ ピ レ ン、 末端フ ラ ン ジ
C01C DataTrak✖◆ S1 ス テ ン レ ス鋼、 標準ポ ー ト、

イ ン チ法C01D リ モ ー ト

ポ リ プ ロ
ピ レ ン

P01A 標準 S2 ス テ ン レ ス鋼、 標準ポ ー ト、
メ ー ト ル法P01B パル ス カ ウ ン ト ▲

P01C DataTrak✖ S5-1 ス テ ン レ ス鋼、 中央 フ ラ ン ジ、
水平注入口ポ ー ト

P01D リ モ ー ト S5-2 ス テ ン レ ス鋼、 中央 フ ラ ン ジ、
垂直注入口ポ ー ト

★、 ‡、 ◆、 ▲、 ✖:: 認証 5 ペ ー ジ を参照し て く だ さ い。
✸ 液体圧力開放バル ブ

S5-3 ス テ ン レ ス鋼、 中央ー ト ラ イ ク
ラ ン プ、 水平注入口ポ ー ト お よ
び ア ウ ト レ ッ ト ポ ー ト

チ ェ ッ クバルブシー ト チ ェ ッ クバルブボール ダ イ ヤ フ ラ ム マ ニホール ド O リ ング
AC ア セ タ ー ル AC ア セ タ ー ル BN ブ ナ -N — Buna-N、 FKM 

フ ル オ ロ エ ラ
ス ト マ ー、 ま
た は TPE シー
ト付き の モ デ
ルは、 O リ ン
グ を使用し ま
せん。

AL ア ル ミ ニ ウ ム BN ブ ナ -N CO ポ リ ク ロ ロ プ レ ン外側被覆済み
BN ブ ナ -N CR ポ リ ク ロ ロ プ レ ン標準 FK FKM フ ル オ ロ エ ラ ス ト マ ー
FK FKM フ ル オ ロ エ ラ

ス ト マ ー
CW ポ リ ク ロ ロ プ レ ン加重 GE ギ オ ラ ス ト

GE Geolast® EP EPDM PO PTFE/EPDM 外側被覆済み
PP ポ リ プ ロ ピ レ ン FK FKM フ ル オ ロ エ ラ ス ト マ ー PS PTFE/Santoprene 2 ピ ー ス PT PTFE
PV PVDF GE ギ オ ラ ス ト PT PTFE/EPDM 2 ピ ー ス
SP Santoprene® PT PTFE SP サ ン ト プ レ ー ン
SS 316 ス テ ン レ ス鋼 SD 440C ス テ ン レ ス鋼 TP TPE
TP TPE SP サ ン ト プ レ ー ン

SS 316 ス テ ン レ ス鋼
TP TPE
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認証
★ すべての1050A (アルミニウム) および 1050C (導電性ポリプロピレン) ポンプ
は認証済みです。

ATEX Tコード定格はポンプ
されている流体の温度に依存
します。流体温度はポンプ内
部の接液部品の素材により制
限されます。お手元の特定の
ポンプモデルの最高流体操作
温度については、 技術資料 を
参照して下さい。

II 2 GD
Ex h IIC 66°C...135°C Gb
Ex h IIIC T135°C Db

‡ アルミニウム製または導電性ポリプロピレンセンター搭載1050S（ステンレス
鋼）および1050H (ハステロイ）ポンプは認証済みです：

II 2 GD
Ex h IIC 66°C...135°C Gb
Ex h IIIC T135°C Db

◆ すべての1050A (アルミニウム) および 1050C (導電性ポリプロピレン) ポンプ 
とデータトラックおよびパルスカウント そしてアルミニウム製または導電性ポ
リプロピレンセンター搭載1050S（ステンレス鋼）および1050H (ハステロイ）
ポンプ を搭載データトラックおよびパルスカウントは認証済みです：

II 2(1) G
Ex h [ia Ga] IIA T3 Gb X

✖ データトラック認証済みです:

9902471
クラス I、区分 1、
グループ D T3A

II 1 G
Ex ia IIA T3 Ga
ITS13ATEX27862X

▲ パルスカウント分類:UL/EN/IEC 60079-11、条項5.7に従った「簡単な装置」
Class I, Div 1, Group A, B, C, D T4
-40°C < Ta < 60°C

II 1 G
Ex ia IIC T4 Ga 
-40°C < Ta < 60°C

2575
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警告
次の警告は、 こ の機器の設定、 使用、 接地、 保守 と 修理に関す る も の です。 感嘆符の記号は一般的な警告を、 危険記号は
手順に固有の危険性を表し ま す。 こ れ ら の シ ン ボル が、 こ の取扱説明書の本文に表示さ れた場合、 戻 っ て こ れ ら の警告を
参照し て く だ さ い。 追加の、 製品特有の警告は、 こ の取扱説明書の本文の中の対応す る箇所に記載さ れて い ま す。

警告
火災および爆発の危険性
作業場に溶剤やペ ン キ か ら揮発し た も のの よ う な可燃性の気体が存在す る と 、
火災や爆発の原因 と な る こ と があ り ま す。 火災 と 爆発を防止す る た め に：
• 十分換気さ れた場所で のみ使用す る よ う に し て く だ さ い。
• 表示灯、 タ バ コ の火、 懐中電灯、 プ ラ ス チ ッ ク製ド ロ ッ プ ク ロ ス ( 静電気放電が発生す る恐れのあ る も

の ) な ど のすべ て の着火源は取 り 除い て く だ さ い。 
• 溶剤、 ボ ロ巾お よ び ガ ソ リ ン な ど の ゴ ミ を作業場に置かない で く だ さ い。
• 引火性の気体が充満し て い る場所で、 電源コ ー ド の抜き差し や電気ス イ ッ チ の オ ン / オ フ は し ない で く

だ さ い。
• 作業場に あ る すべ て の装置を接地し て く だ さ い。 接地の指示を参照し て く だ さ い。
• 接地し た ホ ー ス のみ を使用し て く だ さ い。
• 容器中に向け て引き金を引 く 場合、 ガ ン を接地し た金属製ペ ール缶の縁に し っ か り と 当て て く だ さ い。
• 静電気放電が発生し た場合、 ま たは電気シ ョ ッ ク を感じ た場合は、 操作を直ち に停止し て く ださい。 問題

を特定し、 解決す る ま では、 装置を使用し ないで く だ さ い。
• 作業場に消火器を置い て く だ さ い。
静電荷は、 清掃中に プ ラ ス チ ッ ク部分に蓄積さ れ、 放電し た り 、 可燃性物質や ガ ス を引火さ せ る可能性があ
り ま す。 火災 と 爆発を防止す る た め に：
• 換気が十分な場所で プ ラ ス チ ッ ク部分を清掃し て く だ さ い。
• 乾い た布で拭かないで く だ さ い。
• 装置の作業場で静電ガ ン を操作し ない で く だ さ い。

安全な使用のための特別条件
装置は火事ま た は爆発に つ なが る危険な状態を避け る た め、 以下の条件に従 う 必要があ り
ま す。
• すべ て の ラ ベル お よ び マ ー キ ン グ材料は湿 っ た布 ( ま た は同等品 ) で掃除す る必要があ り ま す。
• 接地す る た め に電子モ ニ タ リ ン グ シ ス テ ム が必要です。 接地の指示を参照し て く だ さ い。
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装置の誤用の危険性
装置を誤 っ て使用す る と 、 死亡事故ま た は重大な人身事故を招 く こ と があ り ま す。
• 疲労し て い る と き、 ま た は薬物の服用や飲酒状態では装置を操作し ないで く だ さ い。
• シ ス テ ム内で耐圧ま たは耐熱定格が最も低い部品の、 最高作業圧力ま たは最高作業温度を超えない よ う に

し て く だ さ い。 すべ て の機器取扱説明書の技術データ を参照し て く だ さ い。
• 装置の接液部品に適合す る液体 と 溶剤を使用し て く だ さ い。 すべ て の機器取扱説明書の技術データ を参

照し て く だ さ い。 液体 と 溶剤の製造元の警告を参照し て く だ さ い。 使用し て い る化学物質に関す る完全
な情報に つ い て は、 販売代理店ま た は小売店よ り  MSDS を取 り 寄せ て く だ さ い。

• 機器が通電中あ る いは加圧中の場合は作業場を離れない で く だ さ い。 機器を使用し ない と き は、 すべ て
の機器の電源を切 り 、 本説明書の圧力開放手順に従 っ て く だ さ い。

• 毎日、 装置を点検し て く だ さ い。 磨耗ま た は破損し た部品は、 メ ー カ ー純正の交換用部品のみ を使用
し、 直ち に修理ま た は交換し て く だ さ い。

• 装置を改造し ないで く だ さ い。
• 装置を定め ら れた用途以外に使用し ない で く だ さ い。 詳し く は販売代理店に お問い合わせ く だ さ い。
• ホ ー ス と ケ ー ブ ルは通路、 鋭利な先端、 可動部品、 高温の表面か ら離し て く だ さ い。
• ホ ー ス を ね じ っ た り 、 過度に曲げ た り 、 ホ ー ス を引 っ 張 っ て装置を引き寄せ た り し ないで く だ さ い。
• 子供や動物を作業場か ら遠ざ け て く だ さ い。
• 適用さ れ る すべ て の安全に関す る規制に従 っ て く だ さ い。

加圧さ れた装置の危険性
ガ ン / デ ィ ス ペ ン ス バル ブ、 漏れの あ る箇所、 ま た は破裂し た部品か ら出た液体が目ま た は皮膚に飛び散 っ
た場合、 重大な怪我を生じ る可能性があ り ま す。
• お客様が ス プ レ ー噴射を止め る際は、 機器の清掃、 点検、 整備の前に、 取扱説明書の圧力開放手順に

従 っ て く だ さ い。 
• 装置を操作す る前に、 流体の流れ る すべ て の接続箇所を よ く 締め て く だ さ い。
• ホ ー ス、 チ ュ ー ブ、 お よ び カ ッ プ リ ン グ を毎日点検し て く だ さ い。 摩耗ま た は損傷し た部品は直ち に交

換し て く だ さ い。

熱膨張の危険性
ホ ー ス な ど の細い空間で加熱さ れ る液体は、 熱膨張に よ っ て圧力が急激に増加す る こ と が あ り ま す。 過度の
圧力は、 装置の損傷や深刻な負傷の原因に な り ま す。
• 加熱時に はバル ブ を開い て液体の膨張を回避し て く だ さ い。
• ホ ー ス は運転状況に応じ て、 一定の間隔で、 積極的に交換し て く だ さ い。

加圧状態のア ル ミ合金部品使用の危険性
加圧さ れた装置内で ア ル ミ ニ ウ ム と 混合不可能な液体を使用し た場合、 深刻な化学反応や装置の破裂を引き
起こ す こ と が あ り ま す。 こ の警告に従わない場合、 致死や重傷、 物的損害を引き起こ す可能性があ り ま す。
• 1,1,1- ト リ ク ロ ロ エ タ ン、 メ チ レ ン ク ロ ラ イ ド、 そ の他の ハ ロ ゲ ン化炭化水素系溶剤、 ま た は こ れ ら を

含む液体は使用し ないで く だ さ い。
• 他の多 く の液体も、 ア ル ミ ニ ウ ム と 反応す る恐れの あ る化学物質を含んで い る場合が あ り ま す。 適合性

に つ い て は、 原料供給元に お問い合わせ く だ さ い。

プ ラ ス チ ッ ク部品の洗浄溶剤の危険性
プ ラ ス チ ッ ク の構造部品ま た は加圧部品を洗浄す る場合は、 部品に適合す る水性ベー ス の溶剤のみ を使用す
る よ う に し て く だ さ い。 多 く の溶剤は、 プ ラ ス チ ッ ク の部品の品質を低下さ せ、 故障に至ら せ る可能性が あ
り 、 こ れは重傷事故ま た は物的損害の原因に な る こ と が あ り ま す。 こ れ と 他のすべ て の機器取扱説明書に お
け る技術データ を参照し て く だ さ い。 液体 と 溶剤の製造元の警告を参照し て く だ さ い。

警告
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有毒な液体ま たは気体の危険性
有毒な液体や気体が目に入 っ た り 皮膚に付着し た り 、 吸込ん だ り 、 飲み込ん だ り す る と 、 重傷を負 っ た り 死
亡し た り す る恐れがあ り ま す。
• MSDS ( 材料安全デ ー タ シー ト ) を参照し て、 ご使用の液体の危険性に つ い て確認し て く だ さ い。
• 排気ガ ス は作業場か ら離れた場所へ送 っ て く だ さ い。 ダ イ ヤ フ ラ ムが破裂し た場合、 液体が空気 と 共に

噴き出る可能性が あ り ま す。
• 有毒な液体は保管用と し て許可さ れた容器に保管し、 廃棄す る際に は適用さ れ る ガ イ ド ラ イ ン に従 っ て

く だ さ い。

火傷の危険性
加熱さ れた装置表面お よ び流体は、 操作中非常に高温に な り ま す。 重度の火傷を避け る た め、 以下の こ と を
行 っ て く だ さ い。
• 高温の流体や装置に触ら ない で く だ さ い。

個人用保護具
目の怪我、 有毒ガ ス の吸入、 火傷、 お よ び聴力傷害な ど の重大な人身事故を避け る た め、 装置の運転、 修理
を行 う 時、 ま た は作業場に い る時に は適切な保護具を着用す る必要が あ り ま す。 こ の保護具に は以下の も の
が あ り ま す。
• 液体 と 溶剤製造元が推奨す る作業衣お よ び防毒マ ス ク
• 保護メ ガ ネ、 グ ロ ー ブ、 お よ び耳栓

警告
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取り付け
図 4 に示さ れて い る典型的な取 り 付け例は、
シ ス テ ム の構成部品を選択し、 設置す る際の
ガ イ ド に過ぎ ま せん。 お客様の必要性に合 っ
た シ ス テ ム の設計の支援が必要な場合は、
Graco 販売代理店に ご相談 く だ さ い。

セ ッ ト ア ッ プの前の フ ァ ス
ナー締め
最初に ポ ン プ を使用す る前に、 すべ て の外部
フ ァ ス ナ ー を点検し、 増し締め を行 っ て く だ
さ い。 ト ル クの指示に従い ま す (19 ペ ー ジ )。

キ ャ ビ テ ーシ ョ ンの減少のための
ヒ ン ト
ダ イ ヤ フ ラ ム ポ ン プ の キ ャ ビ テ ー シ ョ ン で、
吸引さ れた液体中に バ ブ ル が形成さ れ、 崩壊
し ま す。 頻繁で余分なキ ャ ビ テ ー シ ョ ン は深
刻な損傷を生じ さ せ る恐れが あ り 、液体チ ャ ン
バー、 ボ ー ル、 シ ー ト を早い段階で穴を開け
た り 、 損傷さ せ る恐れが あ り ま す。 ポ ン プ の
効率が悪 く な る場合が あ り ま す。 キ ャ ビ テ ー
シ ョ ン の損傷 と 効率の低下は と も に、 運用コ
ス ト の上昇を招き ま す。

キ ャ ビ テ ー シ ョ ン はポ ン プ で送出さ れた蒸気
圧、 シ ス テ ム吸引圧、 速度圧に依存し て い ま
す。 以下の要素の いずれか を変更す る こ と に
よ っ て、 減ら す こ と が で き ま す。

1. 蒸気圧を減少さ せ ま す。 ポ ン プ送出液の温
度の低下。

2. 吸引圧の上昇

a. サ プ ラ イ の液量 と 相対的に ポ ン プ の取
り 付け位置を下げ ま す。

b. 吸引パ イ プ の摩擦長を減ら し ま す 取 り
付け具に よ り 配管に摩擦長が長 く な る
こ と を覚え て お い て く だ さ い。 摩擦長
を短縮す る た め に取 り 付け具の数を減
ら し て く だ さ い。

c. 吸引パ イ プ の サ イ ズ を増し ま す。

注意 : 入口流体圧力は出口作動圧力の 25%
を超え る こ と はあ り ま せん。

3. 液体速度を下げ ま す。 ポ ン プ の循環速度を
下げ ま す。

ポ ン プ の液体の粘性も非常に重要ですが、 通
常は、 プ ロ セ ス に依存す る要素に よ り 制御さ
れ、 キ ャ ビ テ ー シ ョ ン を減ら す た め に変更す
る こ と はで き ま せん。 粘性の あ る液体は、 ポ
ン プ で送る の が難し く 、 キ ャ ビ テ ー シ ョ ン が
生じ やすい。

Graco は、 シ ス テ ム設計に すべ て の上記の要
素を考慮に入れ る こ と を お勧め し ま す。 ポ ン
プ の効率を維持す る た め に、 必要な フ ロ ー を
達成す る た め に必要な エ ア圧のみ を ポ ン プ に
供給し て く だ さ い。

Graco は、 ポ ン プ の性能を改善し、 運用コ ス
ト を下げ る た め に、 サ イ ト に特定の助言を示
す こ と が で き ま す。
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取り付け

1. 壁に取 り 付け る際は、 Graco キ ッ ト
24C637 を ご注文 く だ さ い。

2. 壁面が、 ポ ン プ やホ ー ス、 付属品の重量、
操作中に発生す る圧力を支え る こ と が で き
る こ と を お確か め く だ さ い。 

3. 壁に取 り 付け る際は、 ポ ン プ が壁面に直接
ボ ル ト で留ま っ て い る か ご確認 く だ さ い。

4. 操作や点検を簡単に行 う た め に、 エ ア バル
ブ や エ ア注入口、 液体注入口、 液体排出口
が利用し やすい場所に ポ ン プ を取 り 付け て
く だ さ い。

5. 操作中の騒音や振動を抑え る に は、 ラ バー
フ ッ ト取 り 付け キ ッ ト 236452 を ご利用
い た だ け ま す。

6. 紫外線に長期間曝さ れ る と 、 ポ ン プ の天然
の ポ リ プ ロ ピ レ ン構成部分が劣化し ま す。
負傷や器具へ の破損の可能性を防 ぐ 為に、
ポ ン プ あ る いは プ ラ ス チ ッ ク構成部分を長
期間に わ た り 直射日光に曝さ ない で下さ
い。

接地

ポ ンプ : 次を参照：図 1。 接地ネジ（GS）を
緩め ま す。 12 ga. の最小接地ワ イ ヤ (R) の一
方の終端を接地ネジ に挿入し、 ネジ を し っ か り
締め ま す。 1.7 N•m (15 in-lb) を超えないで く
だ さ い。 接地線の ク ラ ン プ側を真の ア ー ス に接
続し ま す。 部品番号 238909 の ア ー ス線お よ び
ク ラ ン プ は、 Graco か ら ご購入頂け ま す。

エ ア ホース および液体ホース : 接地さ れた
ホ ー ス のみ を使用し、 結合さ れた ホ ー ス長を
最長 500 ft (150 m) に し て接地が連続す る
こ と を確実に し ま す。 

• ポ ン プ の排気に は、 汚染物質が含ま れて い
る場合が あ り ま す。 離れた場所で換気を
行 っ て く だ さ い。 排気口の換気 を参照し
て く だ さ い。 ペ ー ジ 12。

• 加圧下で、 ポ ン プ を移動さ せ た り 持ち上げ
た り し ない で く だ さ い。 ポ ン プ が落下し た
場合、 液体セ ク シ ョ ン が破壊す る可能性が
あ り ま す。 ポ ン プ を移動し た り 持ち上げ る
前に、 必ず圧力開放手順（17 ペ ー ジ）に
従 っ て く だ さ い。

静電気火花に よ る危険性を抑え る た め、 装置
は必ず接地し て く だ さ い。 静電気に よ る ス
パー ク に よ っ て、 気体の引火ま た は爆発が生
じ る こ と が あ り ま す。 接地す る こ と で、 配線
を通し て電流を逃す こ と が で き ま す。

ポ リ プ ロ ピ レ ン お よびPVDF：ア ル ミ ニ ウ ム
製、 導電性ポ リ プ ロ ピ レ ン、 ハ ス テ ロ イ 、
ス テ ン レ ス鋼の ポ ン プ に の み、 接地ネ ジ が
あ り ま す。 標準の ポ リ プ ロ ピ レ ン お よ び
PVDF ポ ン プ に は、 導電性が あ り ま せ ん。 
非導電性の可燃性液体に、 非導電性ポ リ プ
ロ ピ レ ン ま た は PVDF ポ ン プ を使用し な い
で く だ さ い。 地域の消防規則に従 っ て く だ
さ い。 導電性の あ る可燃性液体を使用す る
際は、 記載 さ れ た液体シ ス テ ム全体の接地
を必ず行 っ て く だ さ い。

図 1. ネジ と ワ イ ヤの接地
ti12214a

GS R
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エ ア コ ン プ レ ッ サー : 製造元の推奨事項に
従 っ て く だ さ い。

塗料供給容器：ご使用の地域の法令に従 っ て
下さ い。

洗浄時に使用さ れ る溶剤ペール：ご使用の地
域の法令に従 っ て下さ い。 接地済みの場所に
置かれた導電性の金属製ペ ー ル缶のみ を使用
し て く だ さ い。 接地の導通を妨げ る紙や段
ボ ー ル の よ う な、 導電性でない表面の上に容
器を置かない で く だ さ い。

最初の取 り 付け後、 シ ス テ ム の電気的導通を
確認し て か ら、 導通確認用の定期的ス ケ
ジ ュ ー ル を作成し、 適切な接地が維持さ れて
い る か ご確認 く だ さ い。

エ ア ラ イ ン
図 4（14 ペ ー ジ）を参照し て く だ さ い。

1. エ ア レ ギ ュ レ ー タ ー (C) お よ び ゲ ー ジ を
取 り 付け、 流体圧力を コ ン ト ロ ー ル し ま
す。 液体ス ト ー ル圧は、 エ ア レ ギ ュ レ ー タ
の設定 と 同じ に な り ま す。

2. 流出タ イ プ の マ ス タ･エ ア･バル ブ（B) を
ポ ン プ に近い場所に設置し、 閉じ込め ら れ
た空気を開放す る の に使用し ま す。 バル ブ
はポ ン プ か ら容易に近づ け る位置で、 エ ア
レ ギ ュ レ ー タ の下流側に設置さ れて い る こ
と を確か め て く だ さ い。

3. 別の マ ス タ ・ エ ア ・ バル ブ（E）を エ ア
ホ ー ス すべ て の上流側に設置し、 清掃お よ
び修理中に絶縁す る際に使用し ま す。

4. エ ア ホ ー ス フ ィ ル タ (F) は、 加圧さ れた エ
ア供給か ら有害な砂や湿気を取 り 除き
ま す。

5. 接地済みの フ レ キ シ ブ ルな エ ア ホ ー ス
（A）を付属品 と 1/2 npt(f) ポ ン プ エ ア注
入口（D）間に取 り 付け ま す。 最小 3/8 イ
ン チ (10 mm) の ID エ ア ホ ー ス を使用し
て く だ さ い。 

遠隔ピ ロ ッ ト エ ア ラ イ ンの設置

1. エ ア供給ラ イ ン を ポ ン プ に接続し ま す 
(A、 図 3、 12 ペ ー ジ )。

2. 各ピ ロ ッ ト バル ブ (113) の押し込み式取
り 付け金具に 5/32 外径チ ュ ー ブ を挿入し
ま す。

3. チ ュ ー ブ の残 り の端を Graco の CycleFlo 
(PN 195264) ま た は CycleFlo II (PN 
195265) コ ン ト ロ ー ラ な ど の™外部の エ
ア信号に接続し ま す。

こ も っ た エ ア圧に よ り ポ ン プ が不意に動き出
す こ と が あ り 、 液体が飛散し、 重大な人身事
故の原因 と な る場合が あ り ま す。

注
ピ ロ ッ ト の供給圧は、 メ イ ン ・ エ ア供給圧
の 25-50% を超え て はい け ま せん。 ピ ロ ッ
ト の供給圧が高い場合は、 ポ ン プ か ら空気
が漏れた り 、 ス ト ー ル で過度の エ ア が排出
さ れ る可能性が あ り ま す。

図 2. 遠隔エ ア コ ン ト ロールの接続
ti16894a

113

113
Graco
CycleFlo
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リ ー ド ・ ス イ ッ チ
パル ス カ ウ ン ト モ デ ルは、 顧客供給液体管理
ま た は在庫追跡シ ス テ ム を使 っ た使用を目的
と し て い ま す。 M12 の 5 ピ ン雌ケ ー ブ ル を取
り 付け、 お使い の デ ー タ監視シ ス テ ム に リ ー
ド ス イ ッ チ を接続し ま す。 説明書 406824 を
ご参照 く だ さ い。

排気口の換気

排気ポ ー ト は、 3/4 npt(f) です。 排気ポ ー ト
を制限し ない で く だ さ い。 排気ポ ー ト を制限
す る と 、 ポ ン プ が不安定に操作さ れ る可能性
が あ り ま す。 

遠隔排気：

1. ポ ン プ の排気ポ ー ト か ら マ フ ラ ー（T)
を取 り 外し ま す。 

2. 接地済み排気ホー ス（U）を取り付け、 マ
フ ラ ー（T）を ホー ス の も う一端へ接続し
ま す。 排気ホー ス の最少サ イ ズは 3/4 イ ン
チ (19 mm) 内径です。 15 フ ィ ー ト (4.57 
m) 以上のホー ス が必要な場合、 よ り大き
な径のホー ス を使用し て く だ さ い。 ホー ス
を鋭い角度で曲げ た り、 ね じ ら ない よ う に
し て く だ さ い。

3. ダ イ ア フ ラ ム の破損の際は液体を逃さ ない
よ う 、 排気ホ ー ス の末端に容器を設置し ま
す。 ダ イ ア フ ラ ム が破損し た際は、 注入さ
れた液体が空気 と と も に噴き出し ま す。

図 3. 排気の放出

キー :
A エ ア供給ラ イ ン
B 流出タ イ プ マ ス タ ・ エ ア ・ バル ブ
C エ ア フ ィ ル タ ー / レ ギ ュ レ ー タ ア

セ ン ブ リ
D 空気吸入口
E マ ス タ エ ア バル ブ ( 付属品用 )
T マ フ ラ ー
U 接地済み排気ホ ー ス
V 遠隔排気用容器

A

BC DE
T

U

V

ti14219b
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液体供給ラ イ ン
次を参照し て く だ さ い：図 4、 ペ ー ジ 14。

1. 接地さ れた、 フ レ キ シ ブ ルな液体供給ラ イ
ン (G) を使用し ま す。 接地（10 ペ ー ジ）
を参照し て く だ さ い。

2. ポ ン プ へ の注入口液圧が、 排出口動作圧の
25％以上あ る場合は、 ボ ー ル チ ェ ッ ク バ
ル ブ が十分に素早 く 閉じ ず、 非効率的なポ
ン プ操作を も た ら し ま す。 過度の イ ン レ ッ
ト液圧は ダ イ ヤ フ ラ ム の寿命を縮め ま す。 
ほ と ん ど の材料では、 約 0.02-0.03 MPa、
0.21-0.34 bar (3 - 5 psi) が適切なはず
です。

3. 最大の吸い込み揚程（湿お よ び乾）は、 技
術データ を参照し て く だ さ い。ペ ー ジ 26。 
最善な結果を得る た め に は、 ポ ン プ を常に
材料の ソ ー ス に で き る だ け近 く ポ ン プ を設
置し ま す。

液体ア ウ ト レ ッ ト ラ イ ン
次を参照し て く だ さ い：図 4、 ペ ー ジ 14。

1. 接地さ れた、 フ レ キ シ ブ ルなホ ー ス (L) を
使用し ま す。 接地（10 ペ ー ジ）を参照し
て く だ さ い。

2. 液体ア ウ ト レ ッ ト の近 く に液体ド レ ン バル
ブ (J) を取 り 付け ま す。 

3. 液体排出ホ ー ス に シ ャ ッ ト オ フ バル ブ
（K）を取 り 付け ま す。
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図 4 の凡例

A エ ア供給ラ イ ン
B 吹き出し型マ ス タ ー エ ア バル ブ ( ポ ン プ用に

必要 )
C エ ア フ ィ ル タ ー / レ ギ ュ レ ー タ ア セ ン ブ リ
D 空気吸入口
E マ ス タ エ ア バル ブ ( 付属品用 )
G 接地さ れた、 フ レ キ シ ブ ルな液体供給ラ イ ン
J 液体ド レ ン バル ブ ( 必須 )
K 液体遮断バル ブ
L 接地さ れた、 フ レ キ シ ブ ルな液体供給ラ イ ン
M 液体注入口 ( ア ル ミ ニ ウ ム製、 図示せず、 4 

ポ ー ト。 プ ラ ス チ ッ ク製、 図 4、 中央ま た は
末端フ ラ ン ジ が利用可能。 ハ ス テ ロ イ製 と ス
テ ン レ ス鋼製、 図示せず、 1 ポ ー ト )

N 液体排出口 ( ア ル ミ ニ ウ ム製、 図示せず、 4 
ポ ー ト。 プ ラ ス チ ッ ク製、 図 4、 中央ま た は
末端フ ラ ン ジ が利用可能。 ハ ス テ ロ イ製 と ス
テ ン レ ス鋼製、 図示せず、 1 ポ ー ト )

R ア ー ス線（ア ル ミ ニ ウ ム製、 伝導性ポ リ プ ロ
ピ レ ン、 ハ ス テ ロ イ、 お よ び ス テ ン レ ス鋼ポ
ン プ用に必須、 10 ペ ー ジ の取 り 付け説明書を
参照の こ と ）

図 4. 一般的な床タ イプ取り付け方法（1050P のポ リ プロ ピ レ ン製ポ ン プが表示さ れ ていま す）

E

C

B

A

K L

J

R

D

G

M

N

ti14164b
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液体の注入および排出ポー ト
注：マ ニ ホ ー ル ド を取 り 外し逆に し、 注入
ポ ー ト ま た は排出ポ ー ト の向き を変え ま す。 
ト ル クの指示（19 ペ ー ジ）に従い ま す。

ア ル ミ製（1050A）
液体注入口ま た は排出口マ ニ ホ ー ル ド そ れぞ
れに は 4 個の 25 mm (1 イ ン チ ) npt(f) ま
た は bspt ね じ ポ ー ト が あ り ま す。 同梱の プ ラ
グ を使 っ て、 未使用ポ ー ト を閉じ ま す。

プ ラ ス テ ィ ッ ク（1050P、 1050C、 1050F）
各液体注入口お よ び排出口マ ニ ホ ー ル ド に は、
中央ま た は末端の ど ち ら か に、 1 イ ン チ の上
昇面 ANSI/DIN フ ラ ン ジ（図 4、 M、 N）が
1 個あ り ま す。 25 mm (1 イ ン チ ) 標準フ ラ
ン ジ プ ラ ス チ ッ ク製パ イ プ を ポ ン プ に接続し
ま す。 
図 5 を参照し て く だ さ い。

ポ リ プ ロ ピ レ ン (239005)、 ス テ ン レ ス鋼 
(239008) お よ び PVDF (239009) に は、
Graco 標準パ イ プ フ ラ ン ジ キ ッ ト を ご利用い
た だ け ま す。 キ ッ ト に は以下が含ま れ ま す：

• パ イ プ フ ラ ン ジ
• PTFE ガ ス ケ ッ ト
• 1/2 イ ン チ ボ ル ト、 ス プ リ ン グ ロ ッ ク

ワ ッ シ ャ、 フ ラ ッ ト ワ ッ シ ャ、 お よ び
ナ ッ ト 4 個。

ボ ル ト の ネ ジ に グ リ ー ス を塗 り 、 10-15 ft-lb 
(14-20•Nm) の ト ル ク で締め ま す。 ボ ル ト を
締め る手順に従い、 ト ル ク を与え過ぎないよ
う に気を付け て く だ さ い。

ハス テ ロ イ（1050H）ま たはス テ ン レ ス鋼
（1050S）
各液体注入口お よ び排出口マ ニ ホ ー ル ド に は、
1 イ ン チ の npt(f) ま た は bspt ネ ジ ポ ー ト が
1 個あ り ま す。 ス テ ン レ ス ス チ ー ル フ ラ ン ジ
の中央ポ ー ト の あ る モ デ ル に は、 ANSI/DIN 
フ ラ ン ジ が あ り ま す。

図 5. フ ラ ン ジ接続（1050P、 1050C、 および 1050F モ デ ルのプ ラ ス チ ッ ク製ポ ン プのみ）

1

2

3

4

ボル ト締め順序

ti14182a

ti14181b

キー :
M 1 イ ン チ液体注入口フ ラ ン ジ
N 1 イ ン チ液体排出口フ ラ ン ジ
S 1 イ ン チ標準パ イ プ フ ラ ン ジ
T PTFE ガ ス ケ ッ ト
U フ ラ ッ ト ワ ッ シ ャ
V ナ ッ ト
W ロ ッ ク ワ ッ シ ャ
X ボ ル ト

1 14-20 N•m (10-15 ft-lb) の ト ル ク を与
え ま す。 過度の ト ル ク で締めない で く
だ さ い。
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液体圧力開放バルブ

図 6. 液圧開放キ ッ ト（1050A モ デ ルのア ル ミ ニ ウ ム製ポ ン プのみ）

一部の シ ス テ ム に は、 ポ ン プ やホ ー ス の過圧
お よ び破損を防 ぐ た め、 ポ ン プ ア ウ ト レ ッ ト
に圧力開放バル ブ を取 り 付け る必要が あ る も
の も あ り ま す。

ア ウ ト レ ッ ト ラ イ ン で の液体の熱膨張は、 過
圧を引き起こ す可能性が あ り ま す。 日光や周
囲熱に さ ら し た長い液体ラ イ ン を使用し た
際、 あ る いは寒い場所か ら暖か い場所で使用
し た際（例：地下タ ン ク か ら）、 熱膨張が発
生し ま す。

熱膨張は ま た、 液体を ピ ス ト ン ポ ン プ へ供給
す る際に Husky ポ ン プ を使用し た場合に発生
し、 ピ ス ト ン ポ ン プ の吸入バル ブ は閉じ ず、
排出ホ ー ス で液体が逆流し ま す。

図 6 は、 ア ル ミ ニ ウ ム製ポ ン プ用液圧開放
キ ッ ト 238428 を表示し て い ま す。 プ ラ ス
チ ッ ク製ポ ン プ に は、 液体圧力開放キ ッ ト 
( 図示せず ) を使用し ま す。

ネ ジ山の接続部分に はネ ジ山シー ラ ン ト
を使い、 液体注入口 と 排出口マ ニ ホ ール
ド間に キ ッ ト を取 り 付け て く だ さ い。

オ プ シ ョ ン の ポー ト の一つ に液体注入ラ
イ ン を取 り 付け て く だ さ い。

2

オ プ シ ョ ン のポ ー ト の一つ に液体排出ラ イ
ン を取 り 付け て く だ さ い。

3

ti14214b

1
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操作

圧力開放手順

1. ポ ン プ へ の給気を遮断し ま す。

2. 使用さ れて い る場合、 分注バル ブ を開き
ま す。

3. 液体ド レ ン バル ブ を開い て、 液圧を抜き
ま す。 排液を受け る た め に容器を用意し
ま す。

最初の使用前のポ ン プ洗浄
ポ ン プ は水中で テ ス ト済みです。 水が吸入す る
液体を汚す場合は、 対応し た溶剤を使用し て、
ポ ン プ を十分洗浄し て く だ さ い。 洗洗浄および
保管（18 ペ ー ジ）を参照し て く だ さ い。

セ ッ ト ア ッ プの前の フ ァ ス ナー
締め
最初に ポ ン プ を使用す る前に、 すべ て の外部
フ ァ ス ナ ー を点検し、 増し締め を行 っ て く だ
さ い。 ト ル クの指示（19 ペ ー ジ）を参照し て
く だ さ い。 操作し た初日の後は、 フ ァ ス ナ ー
に再び ト ル ク を与え て く だ さ い。 

ポ ン プの始動および調整
1. ポ ン プ が適切に接地さ れて い る か確認し て

く だ さ い。 接地（10 ペ ー ジ）を参照し て
く だ さ い。

2. 取 り 付け金具が締ま っ て い る か確認し て く
だ さ い。 雄ネ ジ に対応す る リ キ ッ ド タ イ プ
ネ ジ シ ー ラ ン ト を使用し て く だ さ い。 液体

注入口お よ び排出口の取 り 付け金具を し っ
か り と 締め て く だ さ い。

3. 吸引チ ュ ー ブ（使用さ れて い る場合）を吸
い こ む液体に設置し ま す。

注：ポ ン プ へ の注入口液圧が、 排出口動作圧
の 25％以上あ る場合は、 ボ ー ル チ ェ ッ ク バル
ブ が十分に素早 く 閉じ ず、 非効率的なポ ン プ
操作を も た ら し ま す。

4. 液体ホ ー ス の末端を適切な容器内に設置し
ま す。 

5. 液体排出バル ブ を閉じ ま す。

6. エ ア レ ギ ュ レ ー タ ノ ブ を取 り 外し、 流出タ
イ プ ・ マ ス タ ・ エ ア ・ バル ブ を開き ま す。

7. 液体ホ ー ス に分注装置が あ る場合は、 開い
た ま ま に し ま す。

8. 上昇防止機能搭載ポ ン プ： デ ー タ ト ラ ッ ク
の吸込み／洗浄ボ タ ン を押す こ と で、 吸込
み／洗浄機能を有効に し ま す。

9. ポ ン プ の サ イ ク ル が始ま る ま で、 エ ア レ
ギ ュ レ ー タ で徐々に エ ア圧を上げ ま す。 す
べ て の エ ア が ホ ー ス か ら押し出さ れ、 ポ ン
プ が吸い込む ま で、 ポ ン プ を ゆ っ く り と 回
転さ せ ま す。

注：吸引す る た め に は、 ポ ン プ を回転さ せ る
の に ち ょ う ど 十分な程度で、 可能な限 り 低い
エ ア圧を使用し ま す。 ポ ン プ が予期し た よ う
に吸引し ない場合、 エ ア圧を下げま す。

こ も っ た エ ア圧に よ り ポ ン プ が不意に動き出
す こ と が あ り 、 液体が飛散し、 重大な人身事
故の原因 と な る場合が あ り ま す。

注
Husky 1040 の交換時: Husky 1050 は、1040 
よ り も効率的に動作し ま す。 吸気を約 20 
パーセ ン ト減ら し て、 同等の液体出力を維持
す る 
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10.洗浄し て い る際は、 十分に ポ ン プ を起動さ
せ、 ポ ン プ と ホ ー ス を よ く 洗浄し ま す。

11.使用さ れて い る場合、 分注バル ブ を閉じ
ま す。

12.吹き出し型マ ス タ ー エ ア バル ブ を閉じ
ま す。

13.上昇防止機能搭載ポ ン プ： デ ー タ ト ラ ッ
ク の吸込み／洗浄ボ タ ン を押す と 、 吸込
み／洗浄ボ タ ン機能を無効に し ま す。

DataTrak の操作
操作説明の詳細を含むすべ て の デ ー タ ト ラ ッ
ク情報や部品に関し て は、 デ ー タ ト ラ ッ ク説
明書 313840 を参照し て く だ さ い。

ポ ン プの遮断

作業シ フ ト の終わ り 、 お よ び シ ス テ ム を点検、
調整、 洗浄、 あ る いは修理す る前に、 圧力開
放手順（17 ペ ー ジ）に従 っ て く だ さ い。

保守
保守ス ケ ジ ュ ール
ポ ン プ の整備履歴に基づ い て、 予防保守ス ケ
ジ ュ ー ル を立て て く だ さ い。 保守ス ケ ジ ュ ー
ルは、 ダ イ ア フ ラ ム の欠陥が理由で流出や漏
れ を防 ぐ た め に特に重要です。

潤滑
ポ ン プ は工場で グ リ ー ス が塗ら れて い ま す。 
ポ ン プ の寿命の た め に、 さ ら に潤滑が必要に
な る こ と のない こ と を目的 と し て い ま す。 通
常動作環境では、 イ ン ラ イ ン潤滑装置を追加
す る必要はあ り ま せん。

ネジ接続部分を締める
使用す る前に、 摩耗や破損がない かすべ て の
ホ ー ス を点検し、 必要に応じ交換し て く だ さ
い。 すべ て の ネ ジ接続部分が し っ か り 締め ら
れて お り 、 漏れがない か ご確認 く だ さ い。 
フ ァ ス ナ ー を点検し て く だ さ い。 必要に応じ、
フ ァ ス ナ ー を締め る か、 あ る いは増し締め を
行 っ て く だ さ い。 ポ ン プ の用途は さ ま ざ ま で
すが、 一般的な ガ イ ド ラ イ ン は、 2 か月に 1
回フ ァ ス ナ ー の増す締め を行 っ て く だ さ い。 
ト ル クの指示（19 ペ ー ジ）を参照し て く だ
さ い。

洗浄および保管

• 液体が装置内で乾燥す る前、 1 日の作業終
了時、 保管前、 お よ び装置の修理前に洗浄
し ま す。

• で き る だ け低い圧力で洗浄し て く だ さ い。 
コ ネ ク タ か ら の漏れ を確認し、 必要に応じ
て締め て く だ さ い。

• デ ィ ス ペ ン ス す る流体お よ び装置の接液部
品に適合す る洗浄液を使用し て洗浄し て く
だ さ い。

吸い こ む液体が ポ ン プ内で乾燥や凝固し た り 、
破損を与え る の を防 ぐ た め、 ポ ン プ を頻繁に
洗浄し て く だ さ い。 適合溶剤を使用す る よ う
に し て下さ い。 

長期間保管す る前に、 ポ ン プ を常に洗浄し、
圧力を開放し て く だ さ い。
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ト ル クの指示
注：液体カ バー お よ び マ ニ ホ ー ル ド フ ァ ス
ナ ー に は、 ネ ジ山に適用さ れ る ネ ジ山固定接
着パ ッ チ が あ り ま す。 こ のパ ッ チ が摩耗し て
い る場合、 操作中に ネ ジ が緩む可能性が あ り
ま す。 ネ ジ を新し い も の と 交換す る か、
medium- strength (blue) Loctite ま た は同
等の製品を ス レ ッ ド に塗 り ま す。

液体カ バー ま た は マ ニ ホ ー ル ド フ ァ ス ナ ー
が緩ん で い る場合は、 以下の手順を用い て ト
ル ク を与え、 シ ー リ ン グ を高め る こ と は重要
です。

注：マ ニ ホ ー ル ド の増し締め を行 う 前に、
液体カ バー を必ず完全に締め て く だ さ い。

すべ て の液体カ バー ネ ジ を少し ず つ回し始め
ま す。 ヘ ッ ド が カ パー に接触す る ま で各ネ ジ
を回し ま す。 指定の ト ル ク か つ十字形で、
半回転ま た は そ れ以下の角度で各ネ ジ を回し
ま す。 マ ニ ホ ー ル ド に も同じ手順を繰 り 返し
ま す。
液体カバー と マ ニ ホール ド フ ァ ス ナー : 

10.2 N•m (90 イ ン チ - ポ ン ド )

指定の ト ル ク か つ十字形で エ ア バル ブ フ ァ ス
ナ ー（V）の増し締め を行 っ て く だ さ い。
ブラ ス チ ッ ク製セ ン ターセ ク シ ョ ン： 
6.2 N•m (55 イ ン チ - ポ ン ド )
金属製セ ン ターセ ク シ ョ ン 9.0 N•m 
(80 in-lb)

図 7. ト ル ク手順

ti18448a

ti18449a
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寸法および取り付け
ア ル ミ製（1050A）

5.0 in.

5.5 in.
(140 mm)

(127 mm)
K

J

H

E

A

G

F

D

ti12212b ti12211b

ti12213b ti14540b

A 323 mm (12.7 イ ン チ )
B 366 mm (14.4 イ ン チ )
C 404 mm (15.9 イ ン チ )
D 277 mm (10.9 イ ン チ )
E 46 mm (1.8 イ ン チ )
F 185 mm (7.3 イ ン チ )
G 373 mm (14.7 イ ン チ )
H 158 mm (6.2 イ ン チ )
J 99 mm (3.9 イ ン チ )
K 258 mm (10.2 イ ン チ )
L 1/2 npt(f) エ ア注入口
M 1 イ ン チ npt(f) ま た は 1 イ ン チ

bspt 注入ポ ー ト（4）

N 1 イ ン チ npt(f) ま た は 1 イ ン チ
bspt 排出ポ ー ト（4）

P 3/4 npt(f) 排気ポ ー ト
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ポ リ プロ ピ レ ン製（1050P）、 導電性ポ リ プロ ピ レ ン製（1050C）お
よび PVDF 製（1050F）

注：表示の寸法は、 注記が あ る場合を除い て、 セ ン タ ー フ ラ ン ジ モ デ ル お よ び末端 フ ラ ン ジ モ デ ル の両方に対し て正確な数字で
す。

ti13845b ti13847b

ti13846b

A 335 mm (13.2 イ ン チ )
B 399 mm (15.7 イ ン チ )
C 452 mm (17.8 イ ン チ )
D 305 mm (12.0 イ ン チ )
E 63.5 mm (2.5 イ ン チ )
F 203 mm (8.0 イ ン チ )
G セ ン ター フ ラ ン ジ：406 mm 

(16.0 イ ン チ )
末端フ ラ ン ジ : 386 mm 
(15.2 イ ン チ )

H 158 mm (6.2 イ ン チ )

J 99 mm (3.9 イ ン チ )
K 258 mm (10.2 イ ン チ )
L 1/2 npt(f) エ ア注入口
M 1 イ ン チ ANSI/DIN フ ラ ン ジ
N 1 イ ン チ ANSI/DIN フ ラ ン ジ
P 3/4 npt(f) 排気ポ ー ト
R ポリプロピレン（1050P）：

265 mm (10.42インチ）
導電性ポリプロピレン（1050C）：
268 mm (10.55インチ）
PVDF（1050F）：263.4 mm (10.37インチ）

S 127 mm（5.0インチ）
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ハス テ ロ イ製（1050H）およびス テ ン レ ス鋼製（1050S）

ti14343b ti14344b

ti14345b ti14542b

A 300 mm (11.8 イ ン チ )
B 328 mm (12.9 イ ン チ )
C 348 mm (13.7 イ ン チ )
D 241 mm (9.5 イ ン チ )
E 28 mm (1.1 イ ン チ )
G 353 mm (13.9 イ ン チ )
H 158 mm (6.2 イ ン チ )
J 102 mm (4.0 イ ン チ )
K 258 mm (10.2 イ ン チ )
L 1/2 npt(f) エ ア注入口

M 1 イ ン チ npt(f) ま た は 1 イ ン チ bspt 注
入ポ ー ト（4）

N 1 イ ン チ npt(f) ま た は 1 イ ン チ bspt 排
出ポ ー ト（4）

P 3/4 npt(f) 排気ポ ー ト
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中央フ ラ ン ジ マ ニ ホル ド付き ス テ ン レ ス鋼製 (1050S)

ti29941a

ti29942a
D

AB

E

F

L J

C

G

C

K
H

A 300 mm (11.8 イ ン チ )
B 378 mm (14.9 イ ン チ )
C* 434/475 mm (17.1/18.7 イ ン チ )
D 292 mm (11.5 イ ン チ )
E 79 mm (3.1 イ ン チ )
F 187 mm (7.35 イ ン チ )
G 353 mm (13.9 イ ン チ )
H 381 mm (15.0 イ ン チ )
J 97 mm (3.8 イ ン チ )
K 279 mm (11.0 イ ン チ )
L 140 mm (5.5 イ ン チ )
* 寸法 C は、 水平お よ び水平位置の両方で排出
ポー ト の値を リ ス ト し ま す。
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ス テ ン レ ス鋼、 中央ー ト ラ イ ク ラ ン プ (1050S)

A 300 mm (11.8 イ ン チ )
B 378 mm (14.9 イ ン チ )
C 403 mm (15.0 イ ン チ )
D 292 mm (11.5 イ ン チ )
E 79 mm (3.1 イ ン チ )
F 187 mm (7.35 イ ン チ )
G 353 mm (13.9 イ ン チ )
H 381 mm (15.0 イ ン チ )
J 97 mm (3.8 イ ン チ )
K 279 mm (11.0 イ ン チ )
L 140 mm (5.5 イ ン チ )
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性能チ ャ ー ト
テ ス ト条件 : ポ ン プ は、 埋め込み型注入口を用い た水中で の テ ス ト済みです。

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50
(19) (38) (57) (76) (95) (114) (133) (152) (170)(189)

A

B

C

D

チ ャ ー トの読み方

1. チ ャ ー ト の下端に沿 っ て
流量の位置を見つ け ま す。

2. 垂直の線を、 選択さ れた
動作エ ア圧曲線 と の交差
点ま で た ど っ て く だ さ い。

3. 左の目盛 り ま で た ど り 、
液体出力圧力
( 上の チ ャ ー ト ) ま た は
エ ア消費量
( 下の チ ャ ー ト )

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50
(19) (38) (57) (76) (95) (114) (133) (152) (170)(189)

液体流量 —lpm (gpm)

20

40

60

80

(0.56)

(1.12)

(1.68)

(2.24)

A

B

C

D

0

0

20

40

60

80

100

120

(0.14, 1.4)

(0.28, 2.8)

(0.41, 4.1)

(0.55, 5.5)

(0.7, 7.0)

(0.83, 8.3)

液体流量 —lpm (gpm)

エ
ア

消
費

量
 -

 s
cf

m
 (

立
法

メ
ー

ト
ル

/
分

）

液
圧

-p
si

 (
M

Pa
, バ

ー
ル

)
液体圧力

空気消費量

28 56 84 112 140 168 196 224 252 280

28 56 84 112 140 168 196 224 252 280

サ イ ク ル速度

サ イ ク ル速度

動作エ ア圧

A
0.83 MPa (8.3 bar、125 psi)

B 
0.7 MPa (7.0 bar、100 psi) 

C 
0.48 MPa (4.8 bar、70 psi)

D
0.28 MPa (2.8 bar、40 psi)
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技術データ
最高液体作業圧力. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 0.86 Mpa (8.6 bar、 125 psi)
エ ア圧動作範囲 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 20-125 psi (0.14-0.86 MPa、

1.4-8.6 bar)
サ イ ク ル毎の液体排水量  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 0.17 ガ ロ ン（0.64 リ ッ ト ル）
70 psi (0.48 Mpa、 4.8 bar)、 20 gpm (76 lpm) で の エ ア消費量 . . . . . . . . . 25 scfm
常温で の埋め込み型注入口の条件に お け る水を媒体 と す る最大値：

最高エ ア消費量  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
最高フ リ ー フ ロ ー排出量. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
最高ポ ン プ速度  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
最大吸引揚程 ( ボ ー ル / シ ー ト の選択、 磨耗、 操作速度、
材料の特性、 そ の他の変数に よ っ て異な り ま す ) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

67 scfm
189 lpm (50 gpm)
280 cpm
4.9 m (16 フ ィ ー ト ) 乾、 8.8 m 
(29 フ ィ ー ト ) 濡

浸水量 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 0.375 ガ ロ ン（1.42 リ ッ ト ル）
ポ ン プ圧送可能固体最高径 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3.2 mm (1/8 イ ン チ )
連続的な使用に推奨さ れ る サ イ ク ル速度 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 93 - 140 cpm
循環シ ス テ ム に推奨さ れ る サ イ ク ル速度 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 20 cpm
音響出力 *

0.48 MPa (4.8 bar、 70 psi)、 50 cpm  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
0.7 MPa (7.0 bar、 100 psi) お よ び全開流量 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

78 dBA
90 dBA

音響出力 * 
0.48 MPa (4.8 bar、 70 psi)、 50 cpm  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
0.7 MPa (7.0 bar、 100 psi) お よ び全開流量 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

84 dBA
96 dBA

液体温度範囲. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 参照ペ ー ジ 27
エ ア イ ン レ ッ ト サ イ ズ *. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1/2 npt(f)
流体イ ン レ ッ ト サ イ ズ

ア ル ミ ニ ウ ム製 (1050A)、 ハ ス テ ロ イ製 (1050H) ま た は ス テ ン レ
ス鋼 (1050S). . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
伝導性ポ リ  (1050C)、 ポ リ プ ロ ピ レ ン (1050P)、 PVDF (1050F) 
ま た は ス テ ン レ ス鋼 (1050S) フ ラ ン ジ付き . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

25mm (1 イ ン チ ) npt(f) ま た は 

25mm (1 イ ン チ) bspt 25mm (1 イ ン チ) 
隆起面 ANSI/DIN フ ラ ン ジ

流体ア ウ ト レ ッ ト サ イ ズ
ア ル ミ ニ ウ ム製 (1050A)、 ハ ス テ ロ イ製 (1050H) ま た は ス テ ン
レ ス鋼 (1050S) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
伝導性ポ リ  (1050C)、 ポ リ プ ロ ピ レ ン (1050P)、 PVDF (1050F) 
ま た は ス テ ン レ ス鋼 (1050S) フ ラ ン ジ付き . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

25mm (1 イ ン チ ) npt(f) ま た は 

25mm (1 イ ン チ) bspt 25mm (1 イ ン チ) 
隆起面 ANSI/DIN フ ラ ン ジ

重量
ア ル ミ 製（1050A） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
導電性ポ リ プ ロ ピ レ ン (1050C) お よ び ポ リ プ ロ ピ レ ン (1050P)  . . . . . . . . 
ハ ス テ ロ イ  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
PVDF (1050F). . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
ス テ ン レ ス鋼製 (1050S)

導電性ポ リ プ ロ ピ レ ン セ ン タ ー搭載. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
ポ リ プ ロ ピ レ ン セ ン タ ー搭載 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
ア ル ミ ニ ウ ム製セ ン タ ー搭載 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
ア ル ミ ニ ウ ム製セ ン タ ー お よ び sst セ ン タ ー ポ ー ト マ ニ
ホ ー ル ド搭載 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

10.5 kg (23 ポ ン ド )
8.2 kg (18 ポ ン ド )
18.6 kg (41 ポ ン ド )
11.8 kg (26 ポ ン ド )

16.5 kg (36.3 ポ ン ド )
16.9 kg (37.3 ポ ン ド )
18.8 kg (41.4 ポ ン ド )

27.2 kg (60.0 ポ ン ド
浸水部分に は、 シ ー ト、 ボ ー ル、 ダ イ ア フ ラ ム オ プ シ ョ ン、 およびポ ン プ の構成
素材を含み ま す。

1050A . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
1050H . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
1050C お よ び 1050P  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
1050F . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
1050S . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

ア ル ミ ニ ウ ム製
ハ ス テ ロ イ製
ポ リ プ ロ ピ レ ン 
PVDF
ス テ ン レ ス鋼
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* ISO 9614-2 に準拠し た音響出力測定。
** 音圧は装置か ら 1 メ ー ト ル (3.28 フ ィ ー ト ) の距離で測定さ れ ま し た。
当説明書に記載のすべ て の登録商標は、 各所有者の財産です。

液体温度範囲

* 表示の最高温度は、 T4 温度分類に対す る ATEX 標準に基づ い て い ま す。 非爆発性環境で操作し て い る場合は、 ア ル ミ ニ ウ ム製ま た は ス テ ン レ
ス製ポ ン プ内の FMK フ ル オ ロ エ ラ ス ト マ ー の最大液体温度は 320°F (160°C) です。

California Proposition 65

非浸水外部部品
ア ル ミ 製（1050A）. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .
ハ ス テ ロ イ製 (1050H)  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

プ ラ ス チ ッ ク製 (1050P、 1050C、 お よ び 1050F)  . . . . . . . . . . . . . . . . . .
ス テ ン レ ス鋼製 (1050S) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

ア ル ミ ニ ウ ム製、 被覆炭素鋼ハ ス テ ロ イ
製、 ス テ ン レ ス鋼、 ポ リ プ ロ ピ レ ン ま た は
ア ル ミ ニ ウ ム製 ( セ ン タ ー セ ク シ ョ ン に使
用さ れて い る場合 ) ス テ ン レ ス鋼製、 ポ リ
プ ロ ピ レ ン製ス テ ン レ ス鋼、 ポ リ プ ロ ピ レ
ン ま た は ア ル ミ ニ ウ ム製 ( セ ン タ ー セ ク
シ ョ ン に使用さ れて い る場合 )

参照情報
最大収容時間 ( 条件に よ る ) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
最大寿命 ( 操作条件お よ び保守状況に よ る ). . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
電源効率因子（ポ ン プ の構成、 操作パ ラ メ ー タ ー、 お よ び材質に よ る） . . . . 

2 年
10 年
4.8 bar で 1.61 リ ッ ト ル の エ ア消費 /1 
リ ッ ト ル の液体吸引 (70 psi で 1.61 ガ ロ
ン の エ ア消費 /1 ガ ロ ン の液体吸引 )

注
温度限界は、 機械的応力のみに基づ い て い ま す。 特定の化学物質は、 液体温度範囲を制限し ま す。 最も制限さ れた浸水部品の
温度範囲内に保 っ て く だ さ い。 お使い の ポ ン プ の部品に対し高温す ぎ る、 あ る いは低温す ぎ る液体温度で操作す る と 、 機器に
損傷を与え る可能性が あ り ま す。

ダ イ ア フ ラ ム / ボール / シー ト素材

液体温度範囲

ア ル ミ ニ ウ ム、 ハス テ ロ イ、 ま た
はス テ ン レ ス鋼製ポ ン プ

ポ リ プロ ピ レ ン ま たは導電性
ポ リ プロ ピ レ ン ポ ン プ PVDF ポ ン プ

華氏 摂氏 華氏 摂氏 華氏 摂氏

ア セ タ ル（AC） -20° ～ 180°F -29° ～ 82°C 32° ～ 150°F 0° ～ 66°C 10° ～ 180°F -12° ～ 82°C

Buna-N (BN) 10° ～ 180°F -12° ～ 82°C 32° ～ 150°F 0° ～ 66°C 10° ～ 180°F -12° ～ 82°C

FKM フ ル オ ロ エ ラ ス ト マ ー（FK）* -40° ～ 275°F -40° ～ 135°C 32° ～ 150°F 0° ～ 66°C 10° ～ 225°F -12° ～ 107°C

ギ オ ラ ス ト ®(GE) -40° ～ 180°F -40° ～ 82°C 32° ～ 150°F 0° ～ 66°C 10° ～ 150°F -12° ～ 66°C

ポ リ ク ロ ロ プ レ ン ・ オ ーバー モ ー ル
ド ・ ダ イ ア フ ラ ム (CO) あ る い
はポ リ ク ロ ロ プ レ ン 製チ ェ ッ
ク ボ ー ル (CR ま た は CW)

14° ～ 176°F -10° ～ 80°C 32° ～ 150°F 0° ～ 66°C 10° ～ 180°F -12° ～ 82°C

ポ リ プ ロ ピ レ ン（PP） 32° ～ 175°F 0° ～ 79°C 32° ～ 150°F 0° ～ 66°C 32° ～ 150°F 0° ～ 66°C

PTFE オ ーバー モ ー ル ド ダ イ ア フ ラ ム
（PO）

-40° ～ 180°F -40° ～ 82°C 40° ～ 150°F 4° ～ 66°C 40° ～ 180°F 4.0° ～ 82°C

PTFE チ ェ ッ ク ボ ー ル ま た は 2 ピ ー ス
PTFE/EPDM ダ イ ア フ ラ ム（PT） 

-40° ～ 220°F -40° ～ 104°C 40° ～ 150°F 4° ～ 66°C 40° ～ 220°F 4° ～ 104°C

PVDF (PV) 10° ～ 225°F -12° ～ 107°C 32° ～ 150°F 0° ～ 66°C 10° ～ 225°F -12° ～ 107°C

サ ン ト プ レ ー ン ®（SP） -40° ～ 180°F -40° ～ 82°C 32° ～ 150°F 0° ～ 66°C 10° ～ 180°F -12° ～ 82°C

TPE（TP） -20° ～ 150°F -29° ～ 66°C 32° ～ 150°F 0° ～ 66°C 10° ～ 150°F -12° ～ 66°C

カリフォルニア州居住者

 警告: 発がんおよび生殖への悪影響 – www.P65warnings.ca.gov.



本書に記載さ れて い る すべ て の文章お よ び画像デ ー タ は、 出版の時点で入手可能な最新の製品情報が反映さ れて い ま す。 
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Graco Husky ポ ン プ標準保証
Graco は、 直接お買い上げ頂け た お客様の ご使用に対し、 販売日時か ら、 本ド キ ュ メ ン ト に記載さ れた、 Graco が製造し、 か
つ Graco の社名を付し た すべ て の装置の材質お よ び仕上が り に欠陥がない こ と を保証し ま す。 Graco に よ り 公表さ れた特殊的、
拡張的ま た は制限的保証を除き、 販売日時か ら起算し て 12 か月間、 Graco に よ り 欠陥が あ る と 判断さ れた装置の部品を修理、
交換致し ま す。 本保証は、 Graco  の明示の推奨に従 っ て、 装置が設置、 操作、 お よ び保守さ れて い る場合に のみ有効です。
誤 っ た設置、 誤用、 摩擦、 腐食、 不十分ま た は不適切な保守、 怠慢、 事故、 改ざ ん、 ま た は Graco 製でない構成部品の代用が
原因で発生し た一般的な消耗、 あ る いは誤動作、 損傷、 摩耗に つ い て は、 本保証の範囲外で あ り 、 Graco は一切責任を負わな
い も の と し ま す。 ま た、 Graco の装置 と  Graco に よ っ て提供さ れて いない機構、 付属品、 装置、 ま た は材料の不適合、 あ る い
は Graco に よ っ て提供さ れて いない機構、 付属品、 装置、 ま た は材料の不適切な設計、 製造、 設置、 操作ま た は保守が原因で
発生し た誤動作、 損傷、 ま た は摩耗に つ い て は、 Graco は一切責任を負わない も の と し ま す。
本保証は、 Graco 認定販売代理店に、 主張さ れた欠陥を検証す る た め に、 欠陥が あ る と 主張さ れた装置が支払済みで返却さ れ
た時点で、 条件が適用さ れ ま す。 主張さ れた欠陥が確認さ れた場合、 Graco はすべ て の欠陥部品を無料で修理ま た は交換し ま
す。 装置は、 輸送料前払い で、 直接お買い上げ頂け た お客様に返却さ れ ま す。 装置の検査に よ り 材質ま た は仕上が り の欠陥が明
ら
か に な ら なか っ た場合は、 修理は妥当な料金で行われ ま す。 料金に は部品、 労働、 お よ び輸送の費用が含ま れ る可能性が あ り
ま す。
本保証は唯一のものであ り、 明示的、 黙示的を問わず、 商品性の保証、 ま たは特定用途への適合性の保証な ど、 その他の保証に
代わ る ものです。 
保証違反に対し て Graco が負 う 唯一の義務、 お よ び購入者へ の補償は、 上記で示さ れた通 り と し ま す。 購入者は、 他の補償 
( 利益の損失、 売上の損失、 人身傷害、 ま た は器物破損に よ る偶発的ま た は結果的な損害、 ま た は他の い かな る偶発的ま た は結
果的な損失を含む が こ れに限定さ れ る も の で はな い ) は得ら れない も の で あ る こ と に同意し ま す。 保証違反に関連す る い かな る
行為は、 販売日時か ら起算し て 2 年以内に提起す る必要が あ り ま す。
GRACO に よ っ て販売さ れ ているが、 製造さ れ ていない付属品、 装置、 材料、 ま たは部品に関し ては、 GRACOは 保証を 負わ
ず、特定目的に対す る商用性および適合性のすべ ての黙示保証は免責さ れ る もの と し ま す。 Graco が販売す る が製造し ない製品 
( 電動モ ー タ ー、 ス イ ッ チ、 ホ ー ス な ど ) は、 製造業者の保証の対象に な り ま す。 Graco は、 こ れ ら の保証違反に関す る何ら か
の主張を行 う 際は、 合理的な支援を購入者に提供い た し ま す。
い か な る場合で も、 Graco は Graco の提供す る装置ま た は備品、 性能、 ま た は製品の使用ま た は そ の他の販売さ れ る商品か ら
生じ る間接的、 偶発的、 特別、 ま た は結果的な損害に つ い て、 契約違反、 補償違反、 Graco の不注意、 ま た は そ の他に よ る も
の を問わず、 一切責任を負わない も の と し ま す。

Graco Information
Graco 製品に つ い て の最新情報は、 www.graco.com を ご覧 く だ さ い。
特許の情報に つ い て は、 www.graco.com/patents を ご覧 く だ さ い。

ご注文の際には、 Graco の販売代理店に ご連絡 く だ さ い。 ま た は、 最寄 り の販売代理店を確認す る た め に次に お問
い合わせ く だ さ い。
電話番号 : 612-623-6921 ま たは フ リ ーダ イ ア ル : 1-800-328-0211 フ ァ ッ ク ス : 612-378-3505

http://www.graco.com
http://www.graco.com/patents
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